
デデキントの論文「連続と諸々の無理数」に関する考察Ⅱ 

竹之下保雄(Yasuo Takenoshita) 

 

＊これは、 2020 年に発表予定であった論文を補足したものである。
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１．デデキント( は、切断という概念を導入し、連続や無理数を研究した。

彼の論文 連続と諸々の無理数 には、 ．

諸々の無理数の創作 はがあ 有理数の二乗で整数、 は正の

整数とし、 ＜ ＜

り、

より無理数
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の存在を証明した。また から

無理数による有理数の切断 は、 の最大数と の最小数が存在しない事

を示した。ここでは、デデキントが証明に使用した２つの数式について考察する。
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＜ より、有理数の

は正の整

２． ＜ 二乗と

数とし、 と仮定する。 ＜ ＜ ＜ ＜

λ ＜ ＜　λ ＜ λ ＜ u t-λ u 0 ＜

なる整数 は存在しないこ

u ＜ u …①　

との証明

を　

とすると、 は整数 ,
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λ
= とすると、 0 ＜ λ ＜ より 0 ＜t ＜ t…②
t-λ

λ
λ λ 、これより λ,tは整数なので t も整数…③

①～③より ＞ ＞t となる u ｔ があり、　 となる有理数が存在

する 同様に。 ( )1 2 n
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… … ＞ ＞ ＞…＞0 ,u＞ ＞ ＞…＞0

…となる有理数が無限に存在し不合理。よって となる は無理数
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の式を一般化した証明。 を正の整数、k 0＜k≦1 とｒは実数とする

＜ より ＜ ＜ 、＜ ＜

λ ＜ ＜　λ 、u t-λ u 0 ＜ u ＜ u
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とすると、 0 ＜ λ ＜ より 0 ＜t ＜

λ
λ λ

　  r ２の場合、上記２の証明になる。

 r １,ｋ=１の場合、 は整数で も整数。 となる有理数が無限に存在し
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  +＜ となる =不合理。よって が整数である数は存在しない。これは ＜ が

存在しない、つまり連続する２つの整数の間には整数が存在しない事の証明

Ｄ

である。
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 r= 　 は整数でない有理数 の場合、 は他の方法で無理数である証明が可能。

も無理数になり不合理。よって = となる有理数 は存在しない。

 rが有理数でない代数的数の場合、 超越数。

も超越数になり不合理。よって

その結果

より は

その 果 =結
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　 は上記以外の方法で、直接的に、より簡潔な証明が可

となる有理数 は存在しない。

なお

 超越数 、 ２の場合、２ が無理数かどうか不明なので証明

能。

はできない。
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Ｄ- -Ｄ
ｙ-ｘ= ,ｙ -Ｄ= ,ｘが全ての有理数ならばｙも全ての有

４． 無理数による有理数の切断 と に関

理数

に対して一つの 、 ＜Ｄより

Ｄ- -Ｄ
＞0, ＜0 0＜x

して

から、ｘ 正の数を取る

＜ｙ ｘ ＜ｙ ＜Ｄ ｙは

と

から に属す
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に対して一つの 、 ＞Ｄより
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る。

ｘ＜ｙなので、ｘは の最大数ではなく、 には最大数は存在しない。

から、ｘ 数を取ると

ｙ から に属する。

ｙ＜ｘなので、ｘは の最

0 ＜x,Ｄ＜ｙ ＜ｘ ｙは

より、 切断 Ａ

小数で

Ａ

はなく、 には最小数は存在しない。

この の両端には、最大数と最小数

 

     

が存在しない。

＊有理数による有理数の切断の両端のどちらかは、最大数または最小数となる

切断の両端には

。

整数でない有 、最大数と最小理数 数がによる整数の 存在する。
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ｙ=-n( ｘとする。
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５． ４の式の一般化　　ｎ＞0、ｍは正の整数と

ｘ+
　 n= よりｙ=
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